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１Ｂ１７ 

工学・理学分野における女性の能力・教育・社会での活躍について 

 

 
○田中紀子(株式会社三菱 UFJ 銀行) 

nnn6ttt@gmail.com 

 

 
1. はじめに 

日本は男女ともに大学進学率は上昇しており、女子学生の理系進学も徐々にではあるが増加傾向にあ

ると言われている。しかしながら、工学部への女子学生の進学は依然として少ないのが現状である。な

ぜ、女子学生は工学部への進学を選ばないのか、また大学の工学部はなぜ女子学生を惹きつけることは

できないのか。これらの課題について、アカデミアの視点、企業の視点、そして学生や学生の保護者の

視点から徹底的に議論を行う。(研究・イノベーション学会、ホットイッシューテーマ概要より) 

 

私自身、25 年前に理学部数学科を卒業しクオンツ採用として銀行に入行、現在新規ビジネス・デジタ

ル・システム関連を推進する立場、また、大学１年生(長女)、高校２年生(長男)を持つ母親という立場

でもある。自分自身が歩んだ理系としての経験、企業の立場、保護者としての立場から、女性の資質や

能力、教育、更に社会での工学・理学分野での活躍について考察する。(個人、本テーマ概要より) 

尚、本内容については、あくまでの個人の見解であり、所属企業の見解は含まれないこと、また、本

文中の男子(男性)・女子(女性)という表現は、性自認含めたものとしてご理解頂きたい。 

 
2. 人はどう人生を選択するか？  

本テーマについて議論する為に、「人は

どう人生を選択するか？」について考え

る。そして、この観点を通して、本テーマ

についての考察を進めることにしたい。 

人が人生を選択する際には、意識的に、

または無意識に、「外部要因」(政治や思想

文化、制度、発見や技術革新により変化す

る、職業・産業、学問・教育、家庭等)と

「個人要因」(得意、好き・楽しい、性格

や価値観等)を元に、費用対効果や将来性

を考えて選択しているのではないだろう

か。(図表 1)例えば、以下のような感じである。 

『サッカーが好きなのでサッカー選手になりたいけど、得意かどうかというのとトップレベルと言える

ほどではなく、どんな努力してもサッカー選手で生活していける可能性は低い。だったら、得意な勉強

をしてまずは将来の選択肢を広げておこうかな』 
『人に見られることが好きで、しゃべることが得意だから、アナウンサーなんて楽しそう。それに収入

もよさそうだし、やめた後もフリーで活躍できそう。プロ野球選手とかと結婚できたらプライベートも

充実しそうだから、まずはアナウンサー出身者が多くいる文系の学部に進もうかな』 
『小学校までは算数も好きだったけど、中学・高校で苦手になってきて、特に難しい問題は男子の上位

層に敵わない。数Ⅲ・物理は受験で勝負は厳しいし、今は国語・英語の方が得意。国立大落ちて私立大

だと理系の方が学費もずいぶん高いみたいだし、理系は大学院まで行くのが普通だっていうけど、トー

タル学費も文系より２倍くらいかかっちゃう。それに、大学の先輩見ていると理系は実験とか忙しくて

バイトとかサークルもあまりできなそうだし。そんなに頑張っても、社会に出てから理系出身ってそん

なに活躍できるのかな。就職する時に大学での勉強ってそこまで見られない、商社とかマスコミの方が

給与良いって聞く。親も浪人はダメって言っているし現役で受かりたいから文系に変更しよう』 
『勉強には自信があり、物理も数学も得意だけど、会社ではまだ男女差が大きいと聞くし、結婚して配

偶者の転勤もあるかもしれないので、手に職があり場所を選ばず働けて地位もある医者を目指そう』  

図表 1:人生の選択に与える要因(独自、参考[13][14]) 
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このように、個々人の人生選択の際、こういった「外部要因」「個人要因」と、自分なりの将来性・費

用対効果を考えていると思われる。では、まずその「外部要因」について掘り下げてみたい。 
 
3. 外部要因 

産業や職業、学問や教育という、直接的に個々人の人生選択に影響を与える「外部要因」は、更に、

宗教や思想、政治や制度、発見や技術革新といった大きな流れの影響を受けている。では、まず歴史を

振り返りその変遷を見ていくこととする。 
3.1. 思想文化・産業職業・学問教育の歴史 

以下(図表 2)は、古代ギリシャ時代から現代に至るまで、思想・政治・技術等が、職業や教育にどのよ

うに影響を与えてきたか大まかなイメージを掴むために、影響を与えた事実を中心に流れを記載したも

のである(一部西洋の歴史と直近の日本の歴史を混在させ記載している部分も含め、正確性を担保する

ものではない旨ご了承いただきたい)。  
 

古代ギリシャにおいては、労働は奴隷が担うものであった為、上流市民にとっての学問とは哲学者的

なものであり、職業とは結び付かないものであった。また、中世まで、世界は神によって作られたとい

うキリスト教的思想の元で学問は作られ、この時期誕生した大学も神学を最上位とする構造であった。 
その後、ルネサンス時代を迎え、神中心から人間中心とした思想への変化に伴い、コペルニクス、ガ

リレオによる地動説、またホッブズ、ロック、ルソーによる社会契約説等により、これまでの学問・世

界観は作り直され、物理学をはじめとする自然科学分野、法学中心とした社会科学分野が確立されてい

った。また過去の史書や歴史を体系化させる人文学分野も発展、現代につながる学問の三分野となった。

尚、自然科学分野は大学とは別のアカデミア(学会)を中心に発達していった。 
ワットの蒸気機関など自然科学としての発明の後、それが実用化・工業化され第一次産業革命が起き

ると、工場制機械工業が発展し工学分野が発達した。また、資本主義経済への移行に伴い、アダム・ス

ミスの国富論など経済学や会計学の基礎ができ、社会科学分野の一領域となった。 
日本では、江戸時代まで寺小屋を中心に「読み・書き・そろばん」等、町人に必要な実学が教えられ

ていたが、明治維新後はいち早く西欧の制度を持ち込み、国力増強も意図し義務教育制度や大学制度を

採り入れた。大正時代、中等教育について定めた第二次高等学校令において「高等学校高等科ヲ分チテ

文科及理科トス」と定められ、これ以降大学入試の準備段階で、文系志望・理系志望に二分する方針が

定着していった。尚、女子教育という意味においては、明治初期に最初導入された義務教育制度では男

女共学とするも、女子は家庭での家事労働への従事負担、女子には教育は不要との考えが根深く、就学

率も男子の半分程度であった。その後、女子教育に裁縫を取り入れ男女別学とすることで、女子義務教

育が将来の家事労働にも役立つものと位置づけられ、女子就学率が向上した。そして、男女の役割分担

に基づく良妻賢母教育が進められ、ある種男女別富国強兵策として定着したものの、高等教育分野への

女子教育への考慮はされていなかった。戦後男女共学となったが、こういった過去の経緯、また「女子

は結婚したら家庭に入る」という家庭観が、女子の進路・専攻分野選択に長らく影響を与えた。 
 このように、学問や教育、産業や職業の在り方・分類は、思想・宗教・文化、制度、発明・技術によ

って常に変化してきたことがわかる。従って学校教育や進路選択(「就職」だけでなく「起業」という選

択肢)も、時代によって変わっていくものである。そこで、現在どのような進路選択が行われ職業・社会

につながっているか、また、それが時代の流れを受けどう変わっていくべきかを見ていきたい。 

図表2:思想文化・産業職業・学問教育の簡略歴史(独自、参考[2][11][12]) 
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3.2. 文理選択と大学専攻・職業選択 

現在多くの高等学校におい

て、文理選択がなされ、それが

大学受験の学部選択につながっ

ている。そして、必ずしも学部

により就職時の業種が決まると

いうわけではないものの、一定

の方向感を与える人生の選択と

なっている。(図表 3)つまり、将

来の職業選択を意識しつつ、大

学受験で合格できる科目選択

(文理選択)が、将来の進路選択

を決める一つの要素になってい

ると言える。 

 次に、社会に出てからの文系・

理系の役割について見てみた

い。(図表 4)但しこれは、非常に

簡略化して記したものであり、

こういった分類でない例も多数

あるという前提で見ていただき

たい。 

 社会全体としては、「作るメー

カー＆売る商社」という形で高

度経済成長を支えてきた。そし

て、企業の中では営業・企画・経営を担うジェネラリスト型の文系、開発を担うスペシャリスト型の理

系という分業体制がとられることが多く、構想する文系とそれを形にする理系という役割がとられがち

であった。その結果、理系はプロとしての活躍の場はあるものの、業種にもよるが経営を担う役員とい

ったポジションは少ない傾向があり、下請け的な役割となっていることもあった。ただ、こういった役

割の固定化が、海外で新たな Fintech 企業がテクノロジーを使って新たな価値創造を生み出してきたの

に対し、日本がこの 30年間イノベーション不在に陥った一因になっているのではないかと考える。 

 
3.3. 今の時代(社会課題解決・DX の進展)で求められる人材像 

では、今の時代に求められる人材はどのようなものか、そして教育はどうなっていくべきだろうか。

以下は、経団連が「Society 5.0 に向けた大学教育と採用に関する考え方」で示している内容である。    

上記(図表 5)(図表 6)では、Society 5.0 という創造社会の中、デジタル革新と多様な人々の想像・創

造力を掛け合わせ、課題解決と価値創造を図る為には、最終的な専門分野が文系・理系であることを問

わず、リテラシー、論理的思考力、規範的判断力、課題発見・解決力、未来社会の構想･設計力などが求

められる、としている。そして、そういう力を持つ人材(T型、H型、Π型([10]参照)と呼ばれるような

人材)を育成する教育に変換していく必要があると考える。 

図表 3:高校での文理選択とその後の進路概略(独自、参考[13]) 
 

図表 5:Society5.0 イメージ(引用[8]) 図表 6: Society 5.0 に求められる人材の能力と大学教育(引用[6]) 
 

図表 4:社会における文系・理系の分業概略と課題(独自、参考[1] [12]) 
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4. 個人要因 

次に、個人要因について、考えてみたい。まず、個人要因については「性差」よりも「個人差」の方

が大きく、また「性差」があるように見えてもそれは先天的なものというより「周囲・環境・後天的」

な影響も相応にあるという大前提の元、それでも現時点では表面的には見受けられる「性差」という部

分にも触れながら、考察する。 
4.1. 好き・楽しいかどうか 

 人生の選択において「好き・楽しいかどうか」と

いうのは個人要因の大きな一つであろう。 

右(図表 7)は、LINE ユーザーを対象にしたスマー

トフォン Web 調査(調査対象：日本全国の高校 1 年

生～3年生の男女、実施時期：2021 年 8月 3日、有

効回収数：1043 サンプル)の結果である。 

 この結果を見る限り、数学については男子が好き

な教科の１位であるのに対し女子は５位、逆に国語

については男子が５位であるのに対し女子は３位

と、このアンケートから、男子は理系科目、女子は

文系科目が好きという傾向がうかがえる。 

 
4.2. 得意かどうか 

 「好き・楽しいかどうか」とは別に「得意かど

うか」という観点も個人要因の一つであろう。 
 以下(図表 8)は、過去の数学・物理・化学オリン

ピックの日本代表の合計、その中の女子の数、及

び女子比率である。 

 
この結果を見る限り、数学・物理・化学のトップ層は

男子が占めている、と言えるかと思う。参考文献[19]に

も記載されている通り、平均値としては男子の方が少

し高いという程度であるも、難問になるほど男子の方

ができるという傾向がある。成績の分布としは、概ね図

表 9のようなイメージである。 

また、脳は右脳と左脳に分かれており、(図表 10)の

ような役割があるが、この二つを「脳梁」という神経束

がつないでいる。左脳の大きさと、脳梁の形や大きさに

男女差があると言われており、それが性差につながっ

ている可能性がある。 

限られたサンプルではあるが、長女・

長男の子育ての経験を振り返ると、家

庭では特に性別を区別して接したつ

もりはなかったものの、長女はダン

ス・歌・外国語・ファッション・美術・

人とのコミュニケーションを好み、さ

まざまことを同時に行っていたが、長

男は数学・物理・化学・将棋・囲碁な

どを好み、集中する傾向があった。 

図表 7:高校生の好きな教科/科目 男女別トップ 10(引用[15]) 

図表 8: 数学・物理・化学オリンピックの日本代表の数(独自、参考[20] [21] [22]) 

図表 10:右脳と左脳(独自、参考[16]) 
 

 
 

 

図表９:数学の成績のイメージ分布(独自) 
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もちろん、同じように育てたつもりと言っても、家庭環境(一人目か二人目か等)、周囲の環境(親戚や

地域等)、進学した学校の影響(特に数学・物理などの分野において、上位の男子校では校内の友人同士

で刺激し合うことでより得意になり、数学・物理・化学オリンピックの日本代表もこういった上位男子

校生徒が占める割合が非常に高い)など様々な要因があるので、何が影響しているのかは明確にするこ

とは難しく、あくまでも一つのサンプルに過ぎない(実際、私自身は数学が好きで得意であったので理学

部に進み、旦那は逆に文系であった)。ただ、本観点において現状一定の差があるとはいえそうだ。 
 

4.3. 性格・価値観 

個々人の性格や価値観も人生の選択に影響を及ぼす要素であろう。例えば、性格が「楽観的か悲観的

か」「積極的か消極的か」「リスクテイク型かリスク回避型か」「協調的か独立的か」、また、人生におい

て大切にするものが何か(思いやりや感謝、安定や平和、名誉や承認、挑戦ややりがい)は、人により様々

であるが、そのような性格や価値観の違いで、同じ条件でも選択が変わってくる(但しこれ自体、世の中

の思想や環境といった外部要因の影響を受けることもある)。 

 
5. 人生の選択、将来性と費用対効果 

 上記「外部要因」「個人要因」を踏まえ、各人はどのように人生の選択をするか？その選択をすること

が、理想とする生活や夢をかなえる可能性を高めるかという「将来性」、また、それはコスト(時間・お

金・努力や犠牲)に対し効果があるかという「費用対効果」を、それぞれの尺度・比重で意識的にまたは

無意識に勘案しながら選択していると考える。例えば、１頁に記載したいくつかの例(「どんなに努力し

てもサッカー選手で生活できる可能性は低い」、「学費が２倍くらいかかるが、将来活躍できるのか不安」)
などである。また、「理系の博士課程を出ても一般企業には就職しにくくなる」、「起業の多くは成功せず

自分や家族の人生を犠牲にしてしまう可能性がある」、「女性は高学歴で社会的地位や収入が高くても男

性に比べ結婚に有利になりにくい」等の例も、そういった将来性と費用対効果の一つであるといえよう。 
 
6. 提言  

以上の考察をもとに、「工学・理学分野で女性が活躍するにはどうしたらよいか？」について、男女共

通である要素、本分野での女性活躍のそもそもの必要性含め、以下提言したい。 

① Society5.0 で求められる価値創造型の人材育成を行う教育・進路選択への変換  

男女共通領域：専門分野のみならず文理問わない知識、他分野への興味・関心が重要になる為、高

校での得意教科・受験教科により文理が分断されてしまう進路選択方法の緩和が必要と考える(但し

高度な理系専門能力を持つ生徒を一層伸ばす進路選択も必要)。 

女子固有領域：価値創造には右脳的発想も重要であり、理系の左脳的能力に偏りすぎる多様性の低

い集団では新たな価値創造も生まれにくい。比較的女子の強い右脳的能力を理系領域にも取り入れ

られるような入試方法も検討していく必要があると考える(但し必ずしも女性枠を意図していない)。 
② 上記①で見直した新しい工学・理学分野での「将来性と費用対効果」の向上 

男女共通領域：教育・企業・国において以下 4点が必要と考える。 (ⅰ)学費差が進路選択に影響を

与えないよう私立大学の学部による学費差を解消する。(ⅱ)理系博士課程人材の産学での活躍と待

遇改善を行う。(ⅲ)企業内で理系出身者が専門分野の強みを生かしつつ役員として企業の最高意思

決定に携われるキャリアパスを形成する。(ⅳ)テクノロジーを活用した起業の支援を行う。 

女子固有領域：工学・理学分野での活躍が女子の人生における成功イメージと結びつくよう、理系

的分野で働く女性自身が高い成果・実績を出し、それを国・社会で高く評価することが必要である。 

③ 公平な条件での人生選択を可能にする「性差的外部要因」の解消 

女子固有領域：家庭・教育・企業において以下３点が必要と考える。(ⅰ)家庭・教育現場・社会で

の意識的・無意識の性別による価値観・役割の固定化を解消する。(ⅱ)企業内での採用・昇格や登

用について実力に応じた公平性を実現する。(ⅲ)結婚後の夫婦間の役割分担、配偶者の転勤等に伴

うキャリア中断についての性差を解消する。 

④ 「やりたいこと、楽しいこと」を中心とした学び・仕事・遊びの相互連関 

男女共通領域：価値創造社会では、「義務、与えられたタスクを行う」というスタンスから「自分が

やりたいこと・やるべきことを見つけ実行する」というスタンスへの変換が求められると考えてい

る。学びを単なる受験勉強として、仕事を与えられた義務を果たし給与を得る手段と捉えるだけで

なく、「やりたいことがあるから学ぶ、実現したいことがあるから仕事をする、それを遊びのように
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義務ではなく楽しく夢中になって取り組め

る」ようになることで、新たな価値創造、

社会貢献に結び付いていくという好循環

が生まれると考えている。そのような社会

では、男女問わず、一人ひとりが個々の好

奇心や強みを最大限生かし、それぞれがシ

ナジーを生む形で、起業したり、学問分野

や既存企業の中で新たな価値創造をした

りしていけるのではないかと思う。 

  

上記①～④が実現するように働きかけ、自らも実践していくことで、男女ともに自分らしく活躍でき

る活性化した社会を作っていきたい。 

以上 
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